
 

1 

スリヤピーク（ヒマラヤ）5 144m  毎日新聞旅行  2016 年 4 月 8～13 日  

 今までは、海外の山はアルパインツアー、国内の山は毎日新聞旅行、と決めていた。と

もにその分野ではトップシェアーを保っているはずである。しかしここ数年、毎日新聞旅

行の海外も結構力を入れてメニューも中身が濃くなってきていることがカタログの内容か

らうかがえるようになってきた。そこでまずこの 3 月にゴーキョピークからレンジョパス

を経由して帰るというのがあったので応募したのであるが、成立しなかった。次にこのス

リヤピークが目に留まった。両方ともアルパインツアーのメニューにはない。まあこれで

ネパールヒマラヤは 8 回目になってしまう。インドとパキスタンを含めると 10 回目のヒマ

ラヤということになる。 
 このツアーの正式名称はゴサインクンドトレッキングとスリヤピーク 5 144m 登頂であ

る。“と”で結んだ前後の区分けをした意味を後になっていやというほど知らされた。 
出発前日にツアーリーダーの渡辺さんから電話が入った。“何かわからないことでもあり

ますか？”アルパインツアーではこんなことはない。まあ旅支度なんて慣れてはいるが、

一つ聞いてみた。“男と女の割合はどのくらいですか？”。答えは、“男は高橋さんだけで、

あとの 7 人は女性です”。またウハウハか。俺の場合ケッコウ慣れている。2014 年のジョ

ンミューア（アメリカ）、知床の流氷ウォーク、2006 年のアシニボイン（カナダ）などはこ

のパターンであった。一人部屋追加料金を払わなくても一人部屋を確保できる。周りが女

スリヤピーク山頂 
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だらけといったって、よだれが垂れるようないい女なんているはずもなく、役所の書類の

都合上女の項目に○が付くというのしかいないことは判りきっている。女性で海外の山に

気楽に来る人は、家庭を持っていてもいなくても定年になるまで仕事をしていた人が多い。

今回も特にアンケートを取ったわけではないが、10 日も一緒にいると話の中からそんな様

子が受け取れる。ダンナに気兼ねをしながら来ているような人はまずいない。財布の独立

性も保持しているに違いない。 
 
１ ドゥンチェまで 
 成田から香港を経由してカト

マンドゥに入る。今までのツア

ーではバンコックで 1 泊するこ

とが多かったが、このほうが早

くていい。アルパインのカタロ

グを見ても最近はこのほうが多

いようだ。キャセイパシッフィックも機内映画のサービスなどはケッコウいい。アメリカ

のミュージカル映画のシカゴ（2002 年）を見て満喫した。日本映画が 2 本くらいと日本語

字幕の映画が 10 本くらいあった。 
 カトマンドゥには 23 時ごろについて翌朝 8 時にはドゥンチェに向けて 7 時間のドライブ

の出発である。しかし飛行機の中でもたっぷり寝たし、ドライブ中も寝ていればいいので

あるから、特に強行日程という理由で疲れるということもない。 
 ドゥンチェはカトマンドゥの北側にあるランタン谷の一筋南の谷に位置している。2003
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年に行ったヤラピークに近い。なおヤラピーク登頂の時に通ったキャンジンゴンパまでの

道は、昨年の地震で破壊されて今でも不通のようだ。トレッキング初日から名峰ランタン

リルン（7 246m）の雄姿もたっぷり味わうことができた。 
 トレッキングの起点になる

ドゥンチェ（標高約 2 000m）

のロッジは、学生（高校生くら

いか？）の試験中ということで

混んでいた、入学試験ではない

らしいが、ロッジに泊まってま

でやる試験というのはどんな

試験なのかはわからなかった。

渡辺さんと私はみんなとは離

れて隣のロッジで 1 室に寝た。

まあ次にカトマンドゥに戻る

まではふろにも入らないので、

同室ということはこちらとし

てはどうでもいい。むしろ渡辺さんのほうが客と同室では気を使ってしまうだろう。 
 
２ トレッキング往き 
 トレッキングの意味は、その土地に住む人は生活道としている道を歩くことである。だ

がここはゴサインクンド（4 380m）などを通過するのであるから集落などはなく、あるの

はロッジのみである。しかしゴサインクンドから先はカトマンドゥに至る云わば街道がつ

ドゥンチェのロッジ 
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ながっているというこ

となので、やはり立派

なトレッキング道とい

っていいのであろう。 
 トレッキング初日は、

ドゥンチェ 2 000m か

らシンゴンパ 3 250m
まで一気に高度を上げ

る。段々畑を遠くに見

ながらただひたすら登

る。このようなところ

は物事を考えないで、

ただただ歩き続ければ

よい。途中、昨年の大

地震で破壊されたバッ

ティ（茶店）を見かけ

る。持ち主は引き払っ

てしまったようである。 
 このコースは、私が

知らなかったくらいで

あるので、マイナーな

コースであると思って

いたが、ケッコウバッ

ティもあるし、各国の

トレッカーとも顔を合

わせる。例によって両

掌を合わせて“ナマス

テ”（こんにちわ：イタ

リア語に例えればチャ

オ）の挨拶を交わす。

時たま地震の時にでき

たと思われる地割れに

も出くわす。 
 ドゥンチェをでてし

ばらくしてから出てき

ていたが、上のほうに

段々畑 

途中のバッティ 
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来るとシャクナゲがたくさん見られるよう

になった。真っ赤なのや、ピンク、真っ白な

どいろいろなバリエーションがある。ネパー

ルの国華である。日本で見かけるシャクナゲ

は低木で細い枝に咲くが、この地方では大木

に咲く。サーダー（シェルパのリーダー）の

ドロジーの話によれば、8 種類のシャクナゲ

があるという。ドロジーは日本語がペラペラ

である。日本にも何回も来ているみたいだ。

燕山荘で働いていたこともあるといい、群馬

県の山岳関係者との交遊も深いみたいだ。シ

ャクナゲは英語辞書では rhododendron であ

るが、これはヨーロッ

パでの呼び方であるみ

たいだ。ネパールやイ

ンドではラリーグラス

と 呼 ん で い る 。

RareyGrass かと思っ

たら、バッティの看板

に出ていたスペルは

Laliguras であった。

こちらにはこちらの

流儀がある。ゴンパ

とはお寺の意味であ

るので、もちろんシ

ンゴンパの集落には

ゴンパがある。我々

シンゴンパのロッジ 

ゴンパ 
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が気楽に土足で上がっていたら、あとから来たシェルパ

のガイドたちがきちんと靴を脱いで敬虔なお祈りをささ

げていた。俺たちもここでは外人さんであるんだなあ。 
 ドロジーの説明ではこれはサクラソウである。ボンボ

ンのような形をしているので、人工的に改良されたもの

かとも思ったが、ケッコウ山の中でもこの形で咲いてい

る、可愛い花である。 
 トレッキング 2 日目

は、シンゴンパからラ

ウルビナヤク 3 930m
へと高度を上げる。標

高 3 800m くらいでよ

うやくシャクナゲの森

を抜けて森林限界を超

えると、眺望は一気に

開ける。ランタンリル

ンを含むランタン山群

はもちろんのことガネ

ッシュヒマール山群も

間近に迫り、マナスル

山群やアンナプルナ山

群も遠望できる。ドロ

ジーはマチャプチャレ

も見えるといったが、

私には識別できなかっ

た。行動中遅れる人も

出てきた。川越 A さん

は 300 坪の畑を一人で

面倒みているというが、

山はちょっと弱いよう

だ。川越 B さんがいつ

も一緒に歩いてあげて

面倒見がいい。体重 40
㎏を割ることもあると

いうが、小型高性能の

人である。K2 登山隊に

サクラソウ 

ランタンリルンをバックに 

ガネッシュ山群 
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加わってベースキャ

ンプまで行ったこと

もあるというので、見

かけよりもハイレベ

ルな人みたいだ。 
 トレッキング 3 日

目でようやくスリヤ

ピーク登山の基地で

あり、山上湖がたくさ

ん点在するゴサイン

クンド4 380mに着く。 
途中スリヤピークに

登って降りてきたと

いう日本人グループ

に会う。相手のツアー

リーダーは渡辺さん

の知り合いらしく、ス

リヤピークの雪の付

き具合などを説明し

てくれていた。これか

らエベレストに登る

そうである。そのため

の高度順化で来たみ

たいだ。 
 これまでのところ

天気は上々であり、私

の血中酸素濃度は

76％と少々低めではあるが、高山病症状の気配はなくまずまずといったところだ。ゴサイ

ンクンドの山上湖を川越 A さんと一周して高度順化を図る。 
 
３ スリヤピーク 5 144m 登頂 
 いよいよスリヤピークの登頂である。川越 A さんは登頂を断念。茨木 A さんと茨木 B さ

んは高山病の兆候かと思われる下痢のため、この日のうちに標高 3 600m くらいのところに

あるロッジに降ることになった。従って登頂を目指すのは 5 人ということになった。山上

湖のヘリをしばらく歩いた後、トレッキングルートを外れて登山道に入ったとたんに様相

は一変した。岩がゴロゴロで道などというものはない。なんとなく歩けそうなところを見

ゴサインクンドの山上湖 

ゴサインクンドのロッジ 
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つけて足を踏み出す

だけである。日本の山

で言うなら、五竜岳か

らキレット小屋へ向

かう尾根道のきつい

ところが 3 時間以上

続くとでも表現した

らいいだろうか。この

道に入ってからすぐ

に苦しさを感じた。今

回はもう登頂はあき

らめようと思った。ト

ロンパスの峠越えの

時に勝る苦しさだ。あ

の時は標高で 5 000m
を歩くにしてはペー

スが速すぎたが、今回

はペースはそれほど

早くない。それなのに

ついていけない。立ち

止まって深呼吸を

4・5 回繰り返してま

た歩き始める。“もう

止めます”と何回思っ

たことか。そんなとき

に限って渡辺さんや

サーダーは傍にいな

かった。傍にいたら即

止めていた。ただし長

い山登り経験の中で、雨などの天候のせいで登山停止したことはあるが、バテテ止めたこ

とはない。止め方を知らないから登り切ってしまったとでもいえば正解かもしれない。山

登りは体の健康と心の安らぎのために続けている。それなのに今回のようにキツイのは命

を削るようなものである。もう 2 度とこんな処には来たくない。このバテ方は高山病の要

素も入っていたろう。しかし頂上に立ってしまってからは頭痛を感じることもなかった。

やはり老化による体力の落ち込みが一番のバテ要素であったかもしれない。生まれて初め

て自分のサブザックをシェルパに持ってもらった。まあジジイ代表はからっきしだらしな

岩ゴロゴロの登山道 
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かったが、K2 ベースキャンプの川越 B
さんでさえバテテいた感じであったの

で全員同じようなものであったかもし

れない。唯一外国の山は今回が初めてと

いっていた川越Cさんが一番強かった。

どこでも平気な顔をしていた。女は怖い。

今までの山登り経験の中でも最大級の

バテ方であったが、頂上に立ってしまえ

ばいつものように万々歳でしかなかっ

た。下りではシェルパが手を引いて導い

てくれた。至れり尽くせりだ。そのおか

げで登頂できたわけである。14 度目の

5 000m は超難産であった。 
 
４ トレッキング還り 
 3日かけて登ったところを2日で降る。

しかも 2 日目はカトマンドゥまで行っ

てしまうのである。しかしまあ降りは本
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来楽なはずであるが、とんでもない苦

労が待っていた。登頂しないで先に降

りた彼女らと同様に下痢である。寝て

いるときも目が覚めるとトイレに行

きたくなって 1 時間ごとに行ったこ

ともあった。食い物が信用できなくな

ったので飯が食えない。出るものがな

いのに大がしたい。白い泡状のものし

か出ない。ケツがションベン穴になっ

ている。カトマンドゥに降りても、飛

行機に乗っても、家に帰っても治らな

かった。結局家へ帰ってから 5 日目く

らいに、やっとクソの形と色を取り戻

した。何を食っても、どこの国へ行っ

ても“旨い、旨い”といって何でも食

べる俺としたことが。 
 下りでは昨日生まれたばかりとい

う赤ちゃん馬に出会った。馬は生まれ

た時から立つものであると思ってい

たが、授乳するのにオヤジの助けを借

りていた。 
 
５ カトマンドゥ 
 最終日は 23 時にはカトマンドゥを出発する。孤児院と老人施設を兼ねた「母の家」とい

う施設を訪れた。旅費の一部を割いてお米をお土産として届けた。いかにも新聞社を親会

ロッジの部屋 

赤ちゃん馬の授乳 
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社とする旅行社らしい配慮で

ある。 
子供たちがクリクリした目

を輝かせて“こんにちわ”と挨

拶してくれた。日本語の授業も

週 3 日あるという。それもさも

ありなん。我々を案内してくれ

たのは“彦一”さんと名乗る日

本語ペラペラのお兄さん。日本

人の血も入っているのでは？

と思わせる顔つきである。おじ

いさんがこの名前を付けてく

れたらしい。日本でも十数年間

働いたことがあるらしい。白髪

でインド系と思われる顔立ち

の校長先生を心から敬愛して

いる様子で、彼の“子供たちが

ここにいる間だけではなく、一

人の人間として独り立ちでき

るようになることを願ってい

ます”という言葉が心に残った。 
 事前に渡辺さんから、“皆さ

んも何かプレゼントがあった

ら持って行って下さい”と言わ

れていた。我々のメンバーのう

ちの一人がクレパスを用意し

ていた。この絵はそのクレパス

で子供たちが描いたものを、彦

一さんが渡辺さん宛に送って

くれたものの一部である。 
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これらの写真は、渡辺さんによる撮影である。 

 
                  

                    

これはお土産として買ったバ

ッグである。私はこれが気に

入っていて、夏の上着のポケ

ットがないときの、財布など

の物入れとして使っている。 
 
 

後ろがランタンリルン 


